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氾濫が発生したときに発表される

溢れるおそれのある水位

避難勧告の発表の目安となる水位

水防団が出動するため待機する水位

避難準備・高齢者等避難開始
の発表の目安となる水位

■ 水位観測所における基準値

1氾濫危険水位

2避難判断水位

3氾濫注意水位

4水防団待機水位

通常水位

○日羽水位観測所　
氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

12. 00m
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8. 70m
7. 40m

○酒津水位観測所　

※ 水位の確認方法
国土交通省「川の防災情報」
・パソコン用　http://www.river.go.jp/ ・携帯用　http://i.river.go.jp/
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◆ 「浸水想定区域 L2（レベル に）」について
（1）この図は、高梁川について、水防法の規定により指定された想定し得る最大規模の

降雨による洪水浸水想定区域、浸水した場合に想定される水深を表示した図です。
〈おおむね、1000年に1回程度の大雨（48時間の総雨量674mm）が降った場合を
想定しています。〉

（2）この洪水浸水想定区域図は、指定時点（平成29年4月19日）の高梁川の河道及び
洪水調整施設の整備状況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により
高梁川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測したものです。

（3）シミュレーションの実施にあたっては、支流の氾濫、シミュレーションの前提となる降
雨を超える規模の降雨による氾濫は考慮していませんので、この洪水浸水想定区域
に指定されていない区域においても浸水が発生する場合や、想定される水深が実
際の浸水深と異なる場合があります。

（4）高梁川は、豪渓秦橋を境に上流部分は岡山県、下流部分は国土交通省と管理区域
が分かれています。現時点では、「想定最大規模（Ｌ2）」の浸水想定は、国土交通省
管理部分（豪渓秦橋から河口まで）のみとなっており、上流部分は未設定です。

・浸水前の立退き避難が基本です。
・氾濫がすでに始まっている場合は、
近隣の高台など安全な場所へ。

・外出すら危険な場合は、屋内安全
　確保

・原則として立退き避難。
・浸水時に想定される浸水深を踏まえ、
自らの判断により屋内安全確保。

浸水の状況に応じた避難行動浸水の深さ ／ 状 況
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2階の屋根以上が浸水
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